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（
2
〜
3
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　鈴
木

　重
行
）

三川町をよりよく
するために自分たちができること・したいこと三川町をよりよく
するために自分たちができること・したいこと

６月２４日三川町議会議場にて横山・東郷・押切の小学６年生６７人を迎え、町議会議員との懇談会が行われました。
各小学校で話し合った内容の提案や要望などをしっかりと発表し、活発な意見交換が行われました。

東
郷
小

安
全
で
き
れ
い
な
三
川
町

　
通
学
路
な
ど
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
缶
、
タ
バ
コ
の
吸
い

が
ら
が
落
ち
て
い
た
り
、
歩

道
に
石
や
土
が
ち
ら
ば
っ
て

い
た
り
し
て
、
自
転
車
に
乗

る
と
き
な
ど
あ
ぶ
な
い
。

「
ア
イ
デ
ア
」

①
登
下
校
中
に
道
に
落
ち
て

い
る
石
や
ご
み
を
拾
っ
た

り
し
て
い
き
た
い
。

②
ご
み
を
捨
て
な
い
な
ど
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、
町
を

き
れ
い
に
し
て
い
く
意
識

を
広
げ
た
い
。

楽
し
く
に
ぎ
わ
う
三
川
町

　
き
れ
い
な
公
園
や
、
楽
し

め
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
県
内
外
の
人
に
伝
え
て

沢
山
の
人
に
足
を
運
ん
で
も

横
山
小

自
然
豊
か
な
住
み
や
す
い

町
に
し
た
い

　
三
川
町
に
は
美
し
い
自
然

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ

の
自
然
を
生
か
し
て
よ
り
い

い
所
に
し
た
い
か
ら
。

「
ア
イ
デ
ア
」

　
植
物
を
大
切
に
し
、
ご
み

拾
い
や
自
然
を
守
る
呼
び
か

け
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
。

歴
史
・
伝
統
に
つ
い
て

　
若
い
人
も
歴
史
に
興
味
を

も
ち
、
ふ
る
さ
と
を
大
事
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

「
ア
イ
デ
ア
」

　
歴
史
跡
を
め
ぐ
れ
る
よ
う

な
観
光
マ
ッ
プ
を
作
り
た
い
。

ら
い
た
い
。

「
ア
イ
デ
ア
」

①
町
外
・
県
内
の
人
に
三
川
町

の
魅
力
を
チ
ラ
シ
な
ど
で

伝
え
る
活
動
を
行
い
た
い
。

②
地
域
の
公
園
の
草
取
り
や

ト
イ
レ
の
掃
除
を
行
い
遊

び
に
行
き
た
い
公
園
作
り

を
し
た
い
。

人
が
つ
な
が
る
親
切
な

三
川
町

　
自
分
の
地
域
以
外
の
人
と

の
関
わ
り
が
少
な
い
の
で
た

く
さ
ん
の
人
と
つ
な
が
り
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

「
ア
イ
デ
ア
」

①
登
下
校
中
に
す
れ
違
う
人

に
は
、
進
ん
で
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
き
た
い
。

②
三
川
町
で
行
わ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
て
町
内
の
人
と
つ
な

が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
。

安
心
・
安
全
で
楽
し
い

町
づ
く
り

様
々
な
人
に
楽
し
い
三
川

町
を
訪
れ
て
ほ
し
い
。
庄
内
地

域
に
は
観
光
客
が
少
な
い
の
で
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
訪
れ
て
ほ

し
い
と
思
っ
た
か
ら
。

「
ア
イ
デ
ア
」

　
三
川
町
の
楽
し
い
と
こ
ろ
、

い
い
と
こ
ろ
を
動
画
に
撮
っ

て
宣
伝
し
て
み
た
い
。
動
画

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
イ
オ
ン
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
て
動
画

を
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
広

め
た
い
。

　議会では議
員の方々に自
分たちの考え
を提案しまし
た。議場に座
って話し合い
をしていると、
本当に議員に
なったようできん張しました
が、町をより良くするために
真剣に話し合うことができま
した。自分たちの意見もより
良い町作りにつながるかもし
れないと感じ、地域のことに
もっと関心を持てる気がしま
した。これからの学校生活に
も活かしたいです。

東郷小 6年

髙
たかはし

橋 律
りつ

貴
き

　三校が集まり、議
員の方々と懇談する
のは初めてだったの
で、ものすごく楽し
かったです。提案す
る時はまちがえたり
しないか不安でした
が、自分の提案を上
手に伝えられたなと思いました。他
の学校の考えも工夫されていてすご
いなと思いました。議員の皆さんか
らは、提案に対して丁寧に答えてい
ただき、とても勉強になりました。
これからの話し合いでも、懇談会の
ようにはっきり自分の意見を伝えた
いと思いました。

横山小 6年

武
む

藤
とう

愛
ま

奈
な
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小学生との
議場懇談会
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（水）
24

三川町をよりよく
するために自分たちができること・したいこと三川町をよりよく
するために自分たちができること・したいこと

６月２４日三川町議会議場にて横山・東郷・押切の小学６年生６７人を迎え、町議会議員との懇談会が行われました。
各小学校で話し合った内容の提案や要望などをしっかりと発表し、活発な意見交換が行われました。

横山小　児童会スローガン
「仲良く元気に、笑顔があふれる楽しい学校」
東郷小　児童会スローガン
「協力・けじめ・思いやりあふれる東郷小」
押切小　児童会目標
「助け合いできずく、笑顔あふれる押切小」

押
切
小

い
つ
で
も
ゴ
ミ
な
く

き
れ
い
な
町
に

　
普
段
公
園
で
遊
ん
で
い
る

と
き
に
ご
み
が
落
ち
て
い
て
、

気
持
ち
が
よ
く
な
い
か
ら
。

「
ア
イ
デ
ア
」

①
「
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を

募
り
、
地
域
の
人
と
一
緒

に
清
掃
活
動
を
す
る
こ
と

で
、
町
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
い
う
意
識
を
広
げ
る
。

②
自
動
販
売
機
の
隣
、
公
園
、

公
民
館
の
外
な
ど
に
ゴ
ミ

箱
を
設
置
し
、
ポ
イ
捨
て

が
無
い
よ
う
に
す
る
。

明
る
い
あ
い
さ
つ
が

で
き
る
、
安
全
な
町
に

　
地
域
の
み
ん
な
が
大
き
な

声
で
明
る
く
あ
い
さ
つ
で
き

れ
ば
、
犯
罪
が
減
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
。

「
ア
イ
デ
ア
」

①
あ
い
さ
つ
に
関
す
る
内
容

の
旗
を
作
る

②
町
の
中
に
暗
い
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
街
灯
を
設
置

し
た
い
。

全
国
の
人
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
え
る
町
に

　「
こ
こ
に
住
み
た
い
」「
遊

び
に
い
き
た
い
」
と
思
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
三
川
町
に

来
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
と

思
う
。

「
ア
イ
デ
ア
」

①
町
内
の
６
年
生
が
、
動
画

や
写
真
で
三
川
町
の
よ
さ

を
紹
介
す
る
。

②
地
域
の
店
に
、
自
分
た
ち

が
お
す
す
め
す
る
食
べ
物

や
商
品
を
紹
介
し
た
ポ
ッ

プ
を
掲
示
し
て
も
ら
う
。

議員の感想
　今回は6年生の皆さんと意見交換できて、議員一同、たいへん
うれしく思っています。
　町の現状にあった意見が多く、よく町のことを勉強しての意見
だと感じましたし、大人では気づかない、皆さんらしい提案も多
くありました。自分たちに何ができるか考えたうえでの前向きで
積極的な発表が多くあり、うれしく思いました。
　これからも町のことや身の回りのことに関心をもって、感じた
ことを大切にしてほしいと思います。そして、いつかこの議場に
戻ってくれたらと思います。 （副議長：鈴木重行）

学校でがんばっていること学校でがんばっていること学校でがんばっていること学校でがんばっていること学校でがんばっていること学校でがんばっていること

押切

東郷

横山

　他校の発表が
すごく分かりや
すく、少し不安
になりました。
けれど押切のみ
んなで発表し、
緊張に負けずに
上手に発表でき
ました。
　今回、自分たちで三川町のこ
とを考えることで、三川町のた
めになっていくということを感
じました。これから、のぼり旗
やPR動画の作成など、実行でき
ることは何か、押切のみんなで
考えていきたいです。

押切小 6年

成
なり

田
た

流
る い

惟
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声を出せばまちは動くまちまちまちまちまちまちははは動く動く動く動く動く動く動く動く動く動く声を出せばまちは動く
議員と語る会：6月11日㈭ テオトル19：00～20：30

町民体育館は、
身障者対策が不充分

◎
小
学
５
年
生
の
子
ど
も
が
、
３
時
で

家
を
出
て
、
４
時
頃
に
帰
宅
す
る
こ

と
も
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
公

園
が
欲
し
い
。

◎
放
課
後
の
遊
び
場
と
し
て
体
育
館
を

開
放
し
て
欲
し
い
。

◎
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
対
象
児

童
の
範
囲
を
全
員
に
す
べ
き
と
思
う
。

◎
空
き
家
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
住
み
続
け

て
い
る
の
で
、
町
で
対
処
す
べ
き
。

◎
町
道
法
面
の
草
刈
り
対
策
は
、
町
の

町
道
管
理
と
し
て
実
施
す
べ
き
。

◎
三
本
木
町
内
会
の
桜
の
木
対
策
と
マ

ン
ホ
ー
ル
騒
音
の
解
決
を
望
み
ま
す
。

◎
公
立
高
校
へ
の
通
学
手
段
が
大
問

題
！
乗
り
合
い
バ
ス
は
朝
早
過
ぎ
る

し
自
転
車
通
学
は
つ
ら
い
も
の
が
あ

る
。
結
局
、
家
族
送
迎
が
当
然
と
い

う
子
ど
も
た
ち
の
表
情
。

◎
三
川
町
育
英
奨
学
資
金
制
度
は
、
海

外
留
学
生
を
対
象
に
し
た
前
例
が
な

い
と
断
ら
れ
た
が
、納
得
で
き
な
い
！

◎
建
設
環
境
課
か
ら
の
回
答

　個
人
の
財
産
に
対
し
て
町
が
直
接
対

応
す
る
こ
と
は
、
む
ず
か
し
い
問
題

が
あ
り
ま
す
。

◎
建
設
環
境
課
か
ら
の
回
答

　町
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
対
策
に
つ
い
て

は
、
対
応
し
ま
す
。

◎
教
育
委
員
会
か
ら
の
回
答

国
の
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
学
校

等
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

育
成
奨
学
資
金
運
営
委
員
会
に
て
検

討
し
ま
す
。

◎
町
民
体
育
館
の
、
身
体
障
が
い
者
対

策
が
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
、
再
認

識
す
べ
き
で
す
。

今年は 9人の方々と一緒に、
いろいろなテーマについて語
り合いました。これまでの課
題はもちろんのこと、新たな
問題点の指摘など、時間が足
りないと思える有意義な座談
会となりました。

高校バス通学は、
　早朝すぎて不便

（
4
〜
5
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　鈴
木

　淳
士
）
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議員と語る会：6月11日㈭ テオトル19：00～20：30

町民体育館は、
身障者対策が不充分

◎
小
学
５
年
生
の
子
ど
も
が
、
３
時
で

家
を
出
て
、
４
時
頃
に
帰
宅
す
る
こ

と
も
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
公

園
が
欲
し
い
。

◎
放
課
後
の
遊
び
場
と
し
て
体
育
館
を

開
放
し
て
欲
し
い
。

◎
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
対
象
児

童
の
範
囲
を
全
員
に
す
べ
き
と
思
う
。

◎
空
き
家
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
住
み
続
け

て
い
る
の
で
、
町
で
対
処
す
べ
き
。

◎
町
道
法
面
の
草
刈
り
対
策
は
、
町
の

町
道
管
理
と
し
て
実
施
す
べ
き
。

◎
三
本
木
町
内
会
の
桜
の
木
対
策
と
マ

ン
ホ
ー
ル
騒
音
の
解
決
を
望
み
ま
す
。

◎
公
立
高
校
へ
の
通
学
手
段
が
大
問

題
！
乗
り
合
い
バ
ス
は
朝
早
過
ぎ
る

し
自
転
車
通
学
は
つ
ら
い
も
の
が
あ

る
。
結
局
、
家
族
送
迎
が
当
然
と
い

う
子
ど
も
た
ち
の
表
情
。

◎
三
川
町
育
英
奨
学
資
金
制
度
は
、
海

外
留
学
生
を
対
象
に
し
た
前
例
が
な

い
と
断
ら
れ
た
が
、納
得
で
き
な
い
！

◎
建
設
環
境
課
か
ら
の
回
答

　個
人
の
財
産
に
対
し
て
町
が
直
接
対

応
す
る
こ
と
は
、
む
ず
か
し
い
問
題

が
あ
り
ま
す
。

◎
建
設
環
境
課
か
ら
の
回
答

　町
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
対
策
に
つ
い
て

は
、
対
応
し
ま
す
。

◎
教
育
委
員
会
か
ら
の
回
答

国
の
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
学
校

等
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

育
成
奨
学
資
金
運
営
委
員
会
に
て
検

討
し
ま
す
。

◎
町
民
体
育
館
の
、
身
体
障
が
い
者
対

策
が
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
、
再
認

識
す
べ
き
で
す
。

今年は 9人の方々と一緒に、
いろいろなテーマについて語
り合いました。これまでの課
題はもちろんのこと、新たな
問題点の指摘など、時間が足
りないと思える有意義な座談
会となりました。

高校バス通学は、
　早朝すぎて不便
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第
4
回
議
会
定
例
会
は
6
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

諸
般
報
告
2
件
の
後
、
町
長
提
案
5
件
が
上
程
さ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
請
願
1
件
が
審
査
さ
れ
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
9
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

666 月月月
定例会定例会定例会高 齢 化  公 園 管高 齢 化  公 園 管 理理 にも影 響にも影 響

一
般
会
計
補
正
予
算

9
3
2
万
8
千
円
を
追

加
し
、
53
億
9
8
6
2
万

8
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
と
質
疑
】

●
総
務
費

　戸
籍
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

に
1
0
4
万
円
増
額
。

問
　事
業
の
内
容
は
。

町
民
課
長

　戸
籍
の
個
人
氏

名
に
振
り
仮
名
を
付
け
る
た

め
の
調
査
に
基
づ
き
シ
ス
テ

ム
に
載
せ
る
た
め
の
作
業
を

委
託
す
る
も
の
で
す
。

●
土
木
費

　公
園
費
に
袖
東
公
園
管
理

業
務
委
託
99
万
円
を
計
上
。

　

問
　袖
東
公
園
の
管
理
を
業

務
委
託
す
る
理
由
は
。

建
設
環
境
課
長

　令
和
7
年

度
ま
で
は
、
袖
東
公
園
の
維

持
管
理
は
町
内
会
で
行
っ
て

お
り
謝
礼
と
し
て
払
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
常
維
持
管
理

を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
高
齢

化
等
で
出
来
な
く
な
っ
て
い

る
と
の
申
し
出
を
受
け
て
、

令
和
8
年
度
か
ら
は
業
者
へ

の
委
託
と
す
る
た
め
で
す
。

介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

1
1
8
万
8
千
円
を
追
加
し
、

9
億
1
2
8
8
万
8
千
円
と

し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
と
質
疑
】

●
総
務
費

　一
般
管
理
費
に
1
1
8
万

8
千
円
増
額
。

問
　電
算
処
理
委
託
料
の
内

容
は
。

健
康
福
祉
課
長

　特
定
入
居

者
介
護
各
予
防
に
つ
い
て
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
要
件
の
変
更

に
と
も
な
う
シ
ス
テ
ム
改
修

に
か
か
る
も
の
で
す
。

条
例
改
正

　三
川
町
監
査
委
員
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

設
定
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

　地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
及
び
地
方
自
治

法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
の
公
布
に
伴
い
、

三
川
町
監
査
委
員
条
例
、
三

川
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任

の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
、

三
川
町
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
条

文
を
整
理
す
る
も
の
。

事
件
案
件

◎
除
雪
ド
ー
ザ
（
11
ｔ
級
）

の
取
得
に
つ
い
て

・
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

・
契
約
の
金
額

1
9
1
4
万
円

・
契
約
の
相
手
方

コ
マ
ツ
山
形
株
式
会
社
庄

内
支
店
（
酒
田
市
）

【
主
な
質
疑
】

問
　中
東
情
勢
の
影
響
で
塗

料
や
シ
ン
ナ
ー
等
の
資
材
不

足
が
あ
る
中
で
、
納
期
へ
の

影
響
は
。

建
設
環
境
課
長

　令
和
9
年

3
月
19
日
ま
で
の
納
入
の
確

約
が
と
れ
て
い
ま
す
。

問
　狭
い
敷
地
で
の
保
管
の

在
り
方
は
。

建
設
環
境
課
長

　今
後
の
課

題
と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

人
事
案
件

三
川
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

小
林

　優

　
　（横
山
上
）

　
第
3
回
議
会
臨
時
会
が
5

月
7
日
に
開
会
さ
れ
、
町
長

提
案
7
件
が
上
程
さ
れ
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
と
質
疑
】

◎
循
環
型
手
洗
い
器
の
取
得

・
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

・
契
約
の
金
額

9
0
4
万
2
千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
大
滝
商
会
（
鶴

岡
市
）

問
　使
用
目
的
は
。

危
機
管
理
室
長

　災
害
発
生

時
の
避
難
所
等
で
、
少
な
い

水
の
量
で
多
く
の
人
が
手
洗

い
が
で
き
る
よ
う
、
衛
生
環

境
を
保
持
す
る
た
め
で
す
。

◎
み
か
わ
保
育
園
・
幼
稚
園

幼
稚
園
棟
及
び
管
理
棟
屋

根
改
修
工
事

・
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

・
契
約
の
金
額

5
3
3
5
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　阿
部
工
務
店
（
三
川
町
）

業者委託となった袖東公園業者委託となった袖東公園

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会
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高 齢 化  公 園 管高 齢 化  公 園 管 理理 にも影 響にも影 響

読 者 の 窓読 者 の 窓
議会広報誌のよく読むページや気になる取り組みはありますか？
一番目のページから見て、自分に関係しそうなところを読んでいます。

議員の質問の意図や議論の内容が伝わる内容の記事になっていました
か。また、分かりづらい記事等はありましたか？
もし専門用語が入る時は、注釈のようなものをいれていただくか、
わかりやすい言葉でお願いします。

より読みやすい、手にとりやすい広報誌にす
るためにはどのような取り組みが良いかアド
バイスをお聞かせください。
写真もあり、見やすいと思います。三川の中
で何に取り組んでいるか知ることになり情報
収集の1つになります。 清水　吏恵さん

（猪子）

請
願
審
査

請
願
第
1
号

　「食
糧
法
の
見
直
し
を
や

め
、
国
が
主
食
の
価
格
と
需

給
に
責
任
を
も
ち
、
国
民
へ

の
安
定
供
給
を
支
え
る
に
十

分
な
備
蓄
を
行
う
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る

請
願
」

●
賛
成

　砂
田

　茂

●
反
対

　志
田
德
久

　鈴
木
淳
士

　小
林
茂
吉

　土
田
市
子

　小
野
寺
正
樹

　佐
久
間
千
佳

　佐
竹
優
子

　鈴
木
重
行

砂
田
　
茂
議
員

　「需
要
に
応
じ
た
米
生
産
」
の
法
定
化
は
、
政
府
に

よ
る
需
給
調
整
を
放
棄
し
米
価
の
安
定
の
責
任
を
農
家

に
押
し
付
け
る
も
の
で
す
。
国
は
国
民
の
主
食
に
責
任

を
持
つ
べ
き
で
す
。

　ま
た
報
告
徴
求
な
ど
、
小
売
り
や
中
食
・
外
食
事
業

者
を
含
め
流
通
の
最
終
段
階
ま
で
一
律
に
義
務
を
課
す

こ
と
は
、
制
度
の
目
的
と
の
関
係
で
合
理
性
に
疑
問
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
備
蓄
の
定
義
「
米
穀
の
生
産

量
の
減
少
に
よ
り
そ
の
供
給
が
不
足
す
る
事
態
に
備

え
」
か
ら
「
米
穀
の
供
給
が
不
足
す
る
事
態
に
備
え
」

へ
の
変
更
は
、
コ
メ
で
あ
れ
ば
外
国
米
で
も
構
わ
な
い

と
な
り
ま
す
。

　本
請
願
は
、
主
食
で
あ
る
米
の
生
産
か
ら
、
流
通
、

供
給
、
備
蓄
ま
で
の
安
定
を
求
め
る
も
の
で
、
農
業
を

主
要
な
産
業
と
す
る
本
町
議
会
か
ら
も
声
を
上
げ
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

小
林
茂
吉
議
員

　衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
は
、
食
糧
法
の
見
直
し

に
対
し
、
主
に
7
つ
の
事
項
を
政
府
に
求
め
た
附
帯
決

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　内
容
は
、
不
作
や
災
害
と
い
っ
た
供
給
側
の
リ
ス
ク

へ
備
え
た
こ
れ
ま
で
の
備
蓄
制
度
か
ら
「
平
時
の
流
通

把
握
」
と
「
不
足
時
の
初
動
の
速
さ
」
ま
で
含
め
た
安

定
供
給
を
支
え
る
法
律
へ
と
役
割
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
備
蓄
の
増
強
は
政
府
が
自
ら
で
き
る
需
要
の

創
出
と
の
認
識
で
あ
り
、
供
給
過
剰
よ
り
、
不
足
を
防

ぐ
こ
と
に
重
点
を
移
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
者

に
も
支
持
さ
れ
る
農
業
政
策
で
す
。

　今
後
予
想
さ
れ
る
農
家
の
減
少
に
備
え
、
余
力
あ
る

産
地
が
生
産
能
力
を
フ
ル
に
発
揮
で
き
る
生
産
努
力
を

損
な
わ
な
い
形
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
拡
充
な
ど
の

食
糧
法
改
正
案
は
、
2
0
2
5
年
の
コ
メ
高
騰
の
反
省

を
制
度
の
形
に
す
る
大
き
な
一
歩
で
す
。

佐
久
間
千
佳
議
員

　去
る
6
月
3
日
に
衆
議
院
を
通
過
し
た
「
食
糧
法
改

正
案
」
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
呼
ば

れ
る
コ
メ
価
格
の
高
騰
や
店
頭
で
の
品
不
足
、
政
府
備

蓄
米
の
放
出
の
遅
れ
と
い
っ
た
課
題
を
受
け
、
流
通
実

態
の
把
握
強
化
や
備
蓄
制
度
の
根
本
的
な
見
直
し
が
行

わ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　民
間
備
蓄
の
導
入
や
、
米
の
在
庫
に
関
す
る
報
告
徴

求
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す
る
流
通
に
対
応
し
た
実
態

把
握
の
強
化
と
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
機
動
的
な
備
蓄

体
制
の
構
築
に
よ
る
「
今
後
の
安
定
供
給
」
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　よ
っ
て
本
請
願
の
願
意
に
は
賛
成
い
た
し
か
ね
ま
す
。

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

町内に広がる田んぼ町内に広がる田んぼ
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（
8
~
17
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
小
野
寺
　
正
樹
・
土
田
　
市
子
）

　町政に関して議員が質問を行い、新たな政策
の提案や意見を述べ、時には是正を求め、町政
をより良い方向へ導くものです。

一般質問
とは…

佐竹 優子 議員 （9ページ）
●外部人材と連携し課題解決を
●将来を見据えた下水道事業の在り方を

土田 市子 議員 （11ページ）
●高校生等の通学費に支援を
●町の事業に男性参加者の増加策は

佐久間 千佳 議員 （13ページ）
●自主財源の確保は
●時代に即した組織・機構の見直しを

志田 德久 議員 （15ページ）
●保育施設の今後は
●消防団員の減少対策を

鈴木 淳士 議員 （17ページ）
●町当局による町内会運営支援策を
●空き家の寄附受け入れと行政代執行を

６月 5 日と 8 日、9 人の議員が
質問した項目のうち２項目を掲
載しています。

小林 茂吉 議員 （10ページ）
●健康福祉行政の要は
●「健幸アプリ（仮称）」の活用で皆が元気なまちを

小野寺 正樹 議員 （12ページ）
●農地を守る取り組みを
●新技術導入の現状と課題は

砂田　茂 議員 （14ページ）
●「非核平和宣言の町」の学習は
●教育の機会を保障

鈴木 重行 議員 （16ページ）
●８年産米の作付け動向は
●熱中症対策の徹底を

議会ホームページ
一般質問はこちら
（音声配信中）

議会ホームページの
一般質問はこちらから
（音声配信中）

町 政 を 問 う 一般質問一般質問
６月定例会
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

佐
さ

竹
たけ

　優
ゆう

子
こ

  議員

下水道は住民生活に欠かせない
重要インフラ

※ＥＢＰＭ…データや調査結果などの客観的な根拠を
もとに、効果的な政策や事業を考え、改善していく手法。

複
雑
化
す
る
行
政
課

題
や
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
、

デ
ー
タ
や
根
拠
に
基
づ
く
政

策
立
案
（
※
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）
の

推
進
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

外部人材と連携し課題解決を
町長　専門分野、必要に応じて検討する

問

下
水
道
施
設
の
老
朽

化
の
現
状
と
、
設
備

や
管
渠
等
の
更
新
予
定
は
。

包
括
業
務
委
託
に
よ

り
維
持
管
理
を
実
施

し
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
や

機
器
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
管
渠
は
現
時
点
で
更
新
の

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
管

路
清
掃
や
カ
メ
ラ
点
検
を
実

施
し
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
投
資
・
財
政

計
画
の
方
向
性
と
、

将
来
的
な
下
水
道
料
金
の
考

え
方
は
。今

年
度
は
計
画
を
策

定
し
、
将
来
の
下
水

人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
、
住
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
な
ど
、
行
政
課
題

が
年
々
複
雑
化
・
高
度
化
し

て
お
り
、
Ｄ
Ｘ
対
応
で
は
専

門
的
な
知
識
や
技
術
が
求
め

ら
れ
る
分
野
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
で
の
効
果

的
な
施
策
推
進
に
は
、
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
の
視
点
が
重
要
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
デ
ー
タ

分
析
や
専
門
知
識
を
有
す
る

人
材
の
確
保
・
育
成
に
は
課

題
も
あ
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
限
ら
れ
た
職

員
体
制
の
中
で
幅
広
い
業
務

を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

専
門
分
野
に
継
続
的
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

民
間
の
専
門
人
材
を

派
遣
す
る
国
の
制
度

を
活
用
し
て
は
。

受
け
入
れ
体
制
の
整

備
や
業
務
の
整
理
、

費
用
負
担
、
継
続
性
の
確
保

な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
現
時

点
で
の
導
入
を
進
め
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
方

向
性
に
関
わ
る
計
画
策
定
や

専
門
的
知
識
が
特
に
必
要
と

な
る
分
野
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
連
携
・
活
用
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

道
事
業
の
在
り
方
を
検
討
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
年
間
約
４
億
円
の
事
業
規

模
に
対
し
使
用
料
収
入
は
約

１
億
２
千
万
円
に
と
ど
ま
り
、

不
足
分
の
う
ち
約
１
億
６
千

万
円
を
一
般
会
計
か
ら
の
補

助
金
等
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
人
口
減
少
に
よ
る

収
入
の
伸
び
悩
み
や
維
持
管

理
費
・
更
新
投
資
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
受

益
者
負
担
の
原
則
と
の
整
合

を
図
り
つ
つ
、
将
来
を
見
据

え
た
下
水
道
使
用
料
の
設
定

を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

町
長

問問

問

 

将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
下
水
道
事
業
の
在
り
方
を

町
長

町
長

町
長
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一
般
質
問�

―
9
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
こばやし

林　茂
しげよし

吉  議員

優しい福祉のまちづくり

各
関
係
課
が
連
携
を

図
り
、
個
々
の
分
野

に
応
じ
た
支
援
を
行
う
体
制

が
一
定
程
度
整
っ
て
い
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
、
多
様
な

分
野
を
超
え
連
携
し
た
包
括

的
支
援
体
制
の
考
え
は
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
方
々
が
、

複
数
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
抱
え

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
で
切
れ
目

な
く
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
と
認
識
し
ま
す
。

８
０
５
０
問
題
や
育

児
・
介
護
の
ダ
ブ
ル

ケ
ア
、
学
業
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

的
な
生
活
環
境
な
ど
、
既
存

の
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い

複
雑
・
複
合
的
な
ケ
ー
ス
に

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

を
導
入
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉

課
　
　長

問問

「
み
か
わ
マ
イ
チ
ャ

レ
事
業
」
は
町
民
の

健
康
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
ま
す
。
新
た
な
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
ア

プ
リ
の
導
入
は
。

住
民
の
健
康
啓
発
や

運
動
習
慣
の
促
進
は

重
要
で
す
。
無
料
で
利
用
で

き
る
ア
プ
リ
も
数
多
く
存
在

し
て
お
り
ま
す
が
、
専
用
ア

プ
リ
を
導
入
し
た
場
合
の
費

用
対
効
果
の
面
や
、
即
効
性

　
今
後
は
生
活
課
題
の
複
雑

化
が
一
層
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
既
存
の
個
別
対
応
だ

け
で
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

国
が
進
め
る
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
の
導
入
の
是
非

や
運
用
方
法
に
つ
い
て
、
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

健康福祉行政の要は
町長　誰一人取り残さない必要な支援に努める

問問 町
長

の
あ
る
成
果
等
、
住

民
の
健
康
づ
く
り
に

資
す
る
方
策
を
整
理

し
つ
つ
、
効
果
的
な

取
り
組
み
と
な
る
よ

う
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

自
分
の
生
活

機
能
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や

体
力
測
定
を
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
で
自
身
の

健
康
状
態
を
計
測
し
、

「
見
え
る
化
」「
気
づ

き
」
を
促
す
シ
ス
テ

町
長

 「
健
幸
ア
プ
リ
（
仮
称
）」
の
活
用
で

 

　
　
　
皆
が
元
気
な
ま
ち
を

健
康
福
祉

課
　
　長

ム
開
発
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

「
み
か
わ
マ
イ
チ
ャ

レ
」
は
、
こ
れ
ま
で

は
主
に
高
齢
者
が
対
象
で
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
対
象
者

を
20
歳
以
上
に
引
き
下
げ
て

い
ま
す
。

　
健
康
管
理
に
関
す
る
多
様

な
分
析
機
能
や
価
値
用
の
仕

組
み
が
備
わ
っ
た
専
用
ア
プ

リ
の
導
入
に
つ
い
て
は
タ
イ

ミ
ン
グ
を
み
て
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。



令和 8年 7月 15日　第 174 号11

一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

土
つち

田
だ

　市
いち

子
こ

  議員
中・高校生通学に支援を

多くの男性の参加を望む

路
線
バ
ス
の
乗
車
人

数
も
減
っ
て
い
る
現

状
で
中
・
高
校
生
の
バ
ス
通

学
は
公
共
交
通
の
維
持
に
繋

が
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
。

地
域
公
共
交
通
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
日
常
的
な
利
用
の
確
保

が
重
要
で
あ
り
中
・
高
校
生

の
通
学
で
の
バ
ス
利
用
は
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
と
い

う
観
点
か
ら
も
意
義
の
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

バ
ス
停
か
ら
遠
い
町

内
会
の
中
・
高
校
生

が
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
使
い

路
線
バ
ス
へ
乗
り
継
ぎ
が
可

能
に
な
る
よ
う
で
き
な
い
か
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
、
い
ち
ば
ん
早
い

時
間
が
午
前
九
時
で
あ
り
通

学
へ
の
利
用
は
適
し
て
い
な

い
状
況
で
す
。

　
今
後
は
、
利
用
ニ
ー
ズ
や

運
行
体
制
、
費
用
面
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
利
用

し
や
す
く
な
る
よ
う
に
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

致
道
館
中
学
や
高
校

生
の
通
学
に
は
家
族

の
送
迎
、
ま
た
は
自
転
車
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
家
族

の
都
合
が
つ
か
な
い
生
徒
や

冬
期
間
の
積
雪
時
に
は
バ
ス

利
用
さ
れ
て
い
る
生
徒
が
い

ま
す
。

　
町
と
し
て
通
学
費
へ
の
支

援
の
考
え
は
。

高校生等の通学費に支援を
町長　定期券購入費補助へ前向きに検討

地
域
支
援
事
業
に
お

い
て
男
性
参
加
者
が

少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
て

健
康
寿
命
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
参
加
者
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
取
り
組
み
は
。

男
性
の
参
加
が
比
較

的
少
な
い
こ
と
は
、

長
年
の
課
題
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
対
応
に
は
開
催
時
間

の
多
様
化
や
週
末
・
夕
方
な

ど
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
の

交
通
弱
者
で
あ
る

中
・
高
校
生
へ
の
支

援
と
、
公
共
交
通
の
利
用
促

進
の
両
面
を
踏
ま
え
、
バ
ス

通
学
や
電
車
通
学
を
含
め
た

定
期
券
購
入
費
の
支
援
に
つ

い
て
、
制
度
設
計
や
財
政
負

担
な
ど
も
含
め
前
向
き
に
検

討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

町
長

問問

町
長

町
長

問

企
画
調
整

課
　
　長

 

町
の
事
業
に

 

　
　
　
男
性
参
加
者
の
増
加
策
は

設
定
や
環
境
を
整
え
る
等
、

関
心
の
持
て
る
テ
ー
マ
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ

の
他
ス
ポ
ー
ツ
等
、
ま
た
生

活
習
慣
病
予
防
に
直
結
す
る

健
康
講
座
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
参
加
し
て
成
果
を

実
感
で
き
る
内
容
を
取
り
入

れ
男
性
参
加
者
増
加
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



令和 8年 7月 15日　第 174 号 12

一
般
質
問�

―
9
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員農業委員による農地パトロール

大型機械による除草剤散布

　
賃
貸
借
時
に
周
知
す
る
な

ど
し
な
が
ら
農
地
維
持
・
保

全
の
た
め
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

畦
畔
除
去
や
新
技
術

導
入
に
関
し
て
の
認

識
は
。

本
町
に
お
い
て
も
、

農
作
業
の
効
率
化
を

目
的
と
し
た
圃
場
の
形
状
変

更
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

外
国
人
に
よ
る
農
地

の
取
得
及
び
、
賃
借

権
設
定
な
ど
、
権
利
移
動
と
、

雇
用
就
農
の
実
態
は
。

賃
借
等
の
手
続
き
を

行
い
営
農
さ
れ
て
い

る
事
例
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
に
よ
る
権
利
移
動
の

問

除
草
剤
等
が
、
隣
の

畑
や
田
ん
ぼ
に
飛
散

す
る
問
題
に
つ
い
て
の
認
識

は
。

有
機
栽
培
や
特
別
栽

培
に
取
り
組
む
農
業

者
に
と
っ
て
、
栽
培
認
証
の

継
続
に
関
わ
る
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
各
地
区
の
ヘ

リ
防
除
組
合
が
共
通
の
安
全

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
防
除

作
業
を
行
っ
て
お
り
、
風
速

や
風
向
き
に
つ
い
て
有
機
圃

場
な
ど
へ
の
配
慮
や
適
切
な

対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
と
承

知
し
て
い
ま
す
。

新
技
術
導
入
へ
の
現

状
と
課
題
は
。

十
分
な
情
報
共
有
や

事
前
調
整
が
行
わ
れ

ず
、
地
域
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
な
が
っ
て
い
る
事
例
が
あ

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

事
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
外
国
人
の
雇
用
就
農
に
つ

い
て
は
、
全
国
的
に
は
外
国

人
材
の
雇
用
を
受
け
て
い
る

事
例
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

農
地
台
帳
等
へ
の
国

籍
情
報
の
記
録
及
び

管
理
体
制
は
。

農
地
法
に
基
づ
く
申

請
手
続
き
に
お
い
て
、

国
籍
に
つ
い
て
も
確
認
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
農
地

台
帳
で
の
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

農地を守る取り組みを
農業委員会会長　パトロールを中心に監視

農
業
委
員
会

会

　
　長

問

農
業
委
員
会

会

　
　長

　
耕
作
者
の
判
断
の
み
で
一

方
的
に
行
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
土
地
所
有
者
と
の
信
頼

関
係
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ

る
ほ
か
、
将
来
農
地
を
返
還

す
る
際
に
境
界
確
認
や
原
状

回
復
作
業
な
ど
の
課
題
が
生

じ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

形
状
変
更
に
つ
い
て
は
、
土

地
所
有
者
と
耕
作
者
の
双
方

が
納
得
し
た
う
え
で
行
わ
れ

る
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い
ま

す
。

　
新
技
術
導
入
に
は
、
省
力

化
や
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

る
技
術
と
し
て
、
有
効
な
栽

培
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

 

新
技
術
導
入
の
現
状
と
課
題
は

問問 町
長

町
長

問町
長



令和 8年 7月 15日　第 174 号13

一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

佐
さ

久
く

間
ま

千
ち

佳
よし

  議員

積極的な自主財源確保策を
（クラウドファンディングイメージ）

人口減少社会に即応した組織整備を

と
応
援
寄
附
金
」
の
拡
充
に

向
け
、
令
和
８
年
度
以
降
、

新
た
に
ク※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
導
入
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
本
町
が
抱
え
る
具
体
的
な

課
題
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
明

確
に
し
、
そ
の
取
り
組
み
に

共
感
・
賛
同
い
た
だ
い
た

方
々
か
ら
広
く
寄
附
を
募
り

ま
す
が
、
財
源
確
保
の
み
な

ら
ず
、
本
町
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
構

築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
へ
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

（
命
名
権
）の
導
入
の
考
え
は
。

維
持
管
理
費
用
の
一

部
を
企
業
側
か
ら
負

担
し
て
い
た
だ
く
も
の
な
の

で
、
本
町
の
施
設
に
対
す
る

広
告
の
効
果
や
魅
力
の
有
無

も
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
企
業
と
町
が
お
互
い
に
良

い
取
り
組
み
と
し
て
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

先
進
事
例
を
学
び
な
が
ら
研

究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

財
源
の
創
出
と
堅
実

な
財
政
運
営
と
し
て
、

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

具
体
的
な
方
策
は
。

自主財源の確保は
町長　新たな財源確保に努める

組
織
・
機
構
の
効
率

化
は
。

こ
れ
ま
で
も
国
が
進

め
る
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
社
会
」
を
体
現
す
る
た

め
、
令
和
４
年
度
に
「
子
育

て
支
援
室
」
を
設
置
し
、
令

和
７
年
度
に
は
、
激
甚
化
す

る
災
害
へ
迅
速
か
つ
円
滑
に

対
応
す
る
た
め
、「
危
機
管

理
室
」
を
新
設
す
る
な
ど
、

多
様
な
行
政
課
題
に
対
し
て

現
時
点
で
の
具
体
的

な
方
策
と
し
て
、
広

報
紙
へ
の
有
料
広
告
の
掲
載

拡
大
を
図
る
ほ
か
「
ふ
る
さ

問

※クラウドファンディング…インターネットを通じて
不特定多数の人々から少額ずつ資金を集める仕組み。

組
織
の
最
適
化
と

柔
軟
な
体
制
整
備

を
図
っ
て
き
ま
し

た
。

　
今
後
と
も
、
住

民
ニ
ー
ズ
や
社
会

情
勢
の
変
化
を
的

確
に
捉
え
、
機
動

的
な
組
織
運
営
に

努
め
ま
す
。

今
の
人
口

減
少
社
会

に
対
応
す
る
た
め
、

部
局
横
断
的
な
事

業
推
進
を
図
る
副

町
長
直
轄
の
「
地

町
長

問総
務
課
長

問町
長 時

代
に
即
し
た

　
　
　
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を

域
困
り
ご
と
相
談
課
（
仮

称
）」
の
創
設
は
。

小
規
模
な
自
治
体
で

人
材
も
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
難

し
い
と
感
じ
ま
す
。

　
一
方
、
小
規
模
だ
か
ら
こ

そ
他
課
の
状
況
を
把
握
し
て

い
る
職
員
が
多
く
い
る
の
で
、

連
携
を
取
り
な
が
ら
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

副
町
長

問



令和 8年 7月 15日　第 174 号 14

一
般
質
問�

―
9
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

砂
すな

田
だ

　　 茂
　しげる

  議員

庁舎前に掲げられていた「非核平和宣言の町」

援助の費目  
年上限額
（小学校）

年上限額
（中学校）

学用品費 
通学用品費（第１学年を除く） 
校外活動費（宿泊を伴わないもの）
校外活動費（宿泊を伴うもの） 
生徒会費 
PTA会費 
新入学児童生徒学用品費等 
修学旅行費 

2,270円
1,600円
3,690円
4,650円
3,450円

57,060円

11,630円

22,690円

22,730円
2,270円
2,310円

－
5,550円
4,260円

63,000円 
60,910円

給食費 実費
オンライン学習通信費 １世帯に15,000円  

援助の内容
就
学
援
助
制
度
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

法
の
規
定
に
基
づ
い

た
「
三
川
町
就
学
援

助
費
支
給
規
則
」
を
定
め
、

必
要
な
費
用
の
援
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
義
務
教
育
の

円
滑
な
実
施
を
図
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
経
済
的
な
理

由
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
教
育
の
機
会
等
を

保
障
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。就

学
援
助
の
認
定
基

準
と
認
定
率
及
び
周

知
方
法
は
。

三
川
町
で
は
、
所
得

が
生
活
保
護
基
準
額

の
１
・
５
倍
以
下
の
世
帯
を

認
定
対
象
と
し
て
お
り
、
認

定
率
は
小
学
校
で
３
％
程
度
、

中
学
校
で
４
％
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
周
知
に
つ
い
て
は
、

毎
年
10
月
に
保
育
園
や
幼
稚

園
等
、
及
び
小
学
校
を
通
し

て
各
家
庭
に
「
就
学
援
助
制

度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

三
川
町
は
、
1
９
８

５
年
３
月
18
日
に

「
非
核
平
和
宣
言
の
町
」
を

し
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
へ

の
取
り
入
れ
状
況
は
。

学
校
教
育
に
直
接
取

り
入
れ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、「
世
界
の
恒
久
平
和

は
人
類
共
通
の
念
願
で
あ

る
」
と
し
て
い
る
こ
の
宣
言

の
精
神
・
主
旨
は
、
平
和
主

義
を
定
め
る
日
本
国
憲
法
を

学
習
す
る
中
で
学
ん
で
い
ま

す
。

「
戦
争
の
放
棄
」
に

つ
い
て
の
学
習
内
容

は
。

小
学
校
で
は
、
６
年

生
の
社
会
科
で
日
本

国
憲
法
の
三
つ
の
原
則
で
あ

る
「
平
和
主
義
」「
基
本
的

人
権
」「
国
民
主
権
」
を
学

問

ぶ
中
で
、
憲
法
に
は
ど
の
よ

う
な
考
え
方
が
あ
る
の
か
、

く
ら
し
に
ど
ん
な
つ
な
が
り

が
あ
る
の
か
を
学
習
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
、
憲
法
の
前
文
に
あ

る
「
平
和
の
誓
い
は
、
二
度

と
戦
争
を
し
な
い
と
い
う
国

民
の
決
意
を
示
し
た
も
の
」

と
い
っ
た
考
え
方
に
基
づ
い

た
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
中
学
校
で
は
、
３
年

生
の
公
民
の
教
科
書
で
第
９

条
の
「
戦
争
を
放
棄
し
て
世

界
の
平
和
の
た
め
に
努
力
す

る
」
と
い
う
平
和
主
義
を
掲

げ
た
こ
と
や
、「
持
た
ず
、

作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」

と
い
う
非
核
三
原
則
も
学
習

し
て
い
ま
す
。

教
育
の

機
会
を
保
障

「非核平和宣言の町」の学習は
教育長　憲法学習の中で学んでいる

問

問

問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

志
し

田
だ

　德
とく

久
ひさ

  議員

春の消防演習

保育園で元気に遊ぶ子ども達

入
園
調
整
に
お
い
て
も
、
民

間
施
設
に
受
け
入
れ
の
余
裕

が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
を

優
先
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
兄
弟
が
公
立
の

み
か
わ
保
育
園
幼
稚
園
に
在

園
し
て
い
る
場
合
に
は
、
家

庭
の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
、

同
施
設
へ
の
入
園
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
立
施
設
に
つ
い

て
は
、
途
中
転
入
や
支
援
が

必
要
な
家
庭
へ
の
対
応
な
ど
、

保
育
の
円
滑
な
運
営
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
保
護
者
の
声
を
丁

寧
に
把
握
し
な
が
ら
、
民
間

保
育
施
設
と
の
役
割
分
担
や

公
立
施
設
の
機
能
、
財
政
面

な
ど
を
総
合
的
に
踏
ま
え
、

持
続
可
能
で
質
の
高
い
保
育

体
制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

少
子
化
に
よ
る
園
児

数
の
減
少
や
民
間
保

育
施
設
と
の
役
割
分
担
等
を

踏
ま
え
、
町
の
幼
児
教
育
保

育
施
設
の
今
後
の
在
り
方
は
。

保育施設の今後は
教育長　持続可能な保育体制を確保

消
防
団
員
の
減
少
が

進
ん
で
い
る
が
そ
の

対
策
は
。消

防
団
員
は
２
０
８

名
で
昨
年
度
よ
り
12

名
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

傾
向
は
数
年
来
続
い
て
い
ま

す
が
、
団
員
の
減
少
は
地
域

防
災
力
の
低
下
に
直
結
す
る

も
の
で
、
現
状
に
強
い
危
機

感
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

団
員
報
酬
の
引
き
上
げ
や
待

遇
改
善
、
各
種
事
業
の
見
直

町
全
体
と
し
て
持
続

可
能
な
保
育
体
制
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
民
間

保
育
施
設
が
安
定
し
て
運
営

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

し
に
よ
る
負
担
軽
減
、
女
性

消
防
団
員
や
機
能
別
団
員
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
課
題
は
一
朝
一
夕
に

解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

団
員
が
誇
り
を
も
っ
て
活
動

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
住
民

に
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報

活
動
の
充
実
を
図
り
、
消
防

団
と
も
協
力
し
な
が
ら
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
減
少
対
策
を

問

町
長

教
育
長

問
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一
般
質
問�

―
9
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

鈴
すず

木
き

　重
しげ

行
ゆき

  議員

好天に恵まれ、作業も順調に進む
（イメージ）

エアコンの適正利用の推進を

熱
中
症
は
適
切
な
予

防
や
対
処
が
実
施
さ

れ
れ
ば
重
症
化
を
防
げ
る
と

考
え
ま
す
が
、
町
の
対
策
は
。

近
年
、
猛
暑
日
が
増

加
し
て
お
り
熱
中
症

に
よ
る
健
康
被
害
の
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
対
策
と
し
て
は
、

日
頃
か
ら
住
民
の
方
々
に
自

己
の
健
康
管
理
の
注
意
喚
起

を
行
う
と
と
も
に
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
（
指
定
暑
熱

避
難
所
）
の
指
定
を
進
め
地

域
全
体
で
熱
中
症
予
防
に
取

り
組
む
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
町
内
会
公
民
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
補
助
を

行
う
な
ど
対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
民
生
委

員
等
と
連
携
し
、
高
齢
者
宅

の
見
守
り
や
声
掛
け
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
国
の
指
針
に

沿
っ
た
対
応
を
周
知
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
適
切
な
情
報
提
供

や
支
援
体
制
を
整
え
、
住
民

の
方
々
が
安
全
に
過
ご
せ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

米
の
需
給
調
整
が
難

航
し
て
い
ま
す
が
、

本
町
に
お
け
る
令
和
8
年
産

主
食
用
米
の
作
付
け
動
向
は
。

町
で
は
三
川
町
農
業

再
生
協
議
会
が
主
体

と
な
り
、
山
形
県
が
示
す
生

産
の
目
安
に
基
づ
き
経
営
体

ご
と
に
作
付
面
積
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

　
８
年
度
の
主
食
用
米
の
作

付
け
面
積
は
水
田
総
面
積
約

2
0
5
8

の
う
ち
57
・
1

％
に
あ
た
る
約
1
2
0
0

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
残
る
42
・
9
％
で
は
麦
や

大
豆
の
ほ
か
、
加
工
用
米
や

飼
料
用
米
の
作
付
け
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

山
形
県
で
は
水
田
の

簡
易
整
備
を
支
援
し

て
い
ま
す
が
、
大
区
画
化
へ

問問

の
町
の
見
解
は
。

本
町
で
も
農
地
の
集

積
・
集
約
化
が
進
み
、

圃
場
の
区
画
拡
大
を
検
討
す

る
農
業
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
国
は
「
大
区
画
化
等
加
速

化
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
農

業
者
自
ら
が
行
う
畦
畔
の
除

去
な
ど
の
簡
易
整
備
に
対
し

て
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
現
在
、
県
が
申
請
窓
口

と
な
り
要
望
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
県
か
ら
の
説
明

を
受
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
農
業
者
に
周

知
し
て
お
り
、
今
後
も
随
時

情
報
提
供
す
る
考
え
で
す
。

　

熱
中
症
対
策
の
徹
底
を

８年産米の作付け動向は
町長　県の目安に基づく

問町
長

町
長

町
長
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一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

鈴
すず

木
き

淳
じゅんし

士  議員

町
民
参
加
に
よ
る
社

会
福
祉
協
議
会
事
業

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

活
動
に
よ
っ
て
、
住
民
福
祉

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
町
内
会
で
の
サ
ロ
ン
事

業
展
開
に
つ
い
て
は
、
受
け

皿
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、

各
町
内
会
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の

確
保
が
最
大
の
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
よ
る
支
援
体
制
も
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
協
議
会

副
会
長
で
あ
る
副
町
長
か
ら

の
答
弁
と
し
ま
す
。

各
町
内
会
で
必
要
と

す
る
支
援
内
容
を
把

握
し
た
う
え
で
、
町
の
事
業

で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
支
援
員
派
遣
事
業
」
と
社

会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

を
検
討
し
な
が
ら
支
援
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

近
隣
の
自
治
体
で
も

町
内
会
解
散
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

内
会
運
営
支
援
策
と
し
て
、

介
護
保
険
制
度
の
「
通
い
の

町当局による町内会運営支援策を
町長 社会福祉協議会との連携を図る

本
町
独
自
の
空
き
家

寄
附
受
け
入
れ
条
例

を
活
用
し
、
低
価
格
譲
渡
に

よ
る
入
居
者
増
加
策
を
実
践

す
べ
き
で
は
。

町
に
よ
る
有
効
活
用

を
前
提
と
し
て
寄
附

受
け
入
れ
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
慎
重
に
判
断

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

国
が
示
す
解
説
で
は
、

「
特
定
空
家
等
」
に

場
」
を
町
内
会
事
業
に
位
置

付
け
、
住
民
と
町
職
員
と
の

連
携
に
よ
っ
て
事
業
展
開
し

て
は
。

抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
て

も
行
政
代
執
行
は
可
能
と
あ

り
ま
す
。

　
迷
惑
な
老
朽
危
険
空
き
家

は
、
早
期
に
解
体
す
べ
き
で

は
。

空
家
等
対
策
協
議
会

に
お
け
る
検
討
や
代

執
行
に
要
す
る
予
算
は
議
会

に
よ
る
議
決
を
経
る
な
ど
、

慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

問

問問

町
長

副
町
長

建
設
環
境

課
　
　長

町
長

空
き
家
の
寄
附
受
け
入
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
行
政
代
執
行
を
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所
管
課
等
研
修
　町
の
課
題
を
共
有
・
意
見
交
換

教
育
委
員
会

◎
中
学
校
部
活
動

　
現
状
や
運
営
の
課
題
な
ど

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
保
幼
小
連
携
架
け
橋
プ
ロ

グ
ラ
ム

　
他
自
治
体
に
先
駆
け
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
園
児
に
よ

る
小
学
校
訪
問
や
体
験
入
学

な
ど
を
通
じ
て
、
就
学
へ
円

滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
関

係
者
が
連
携
し
て
い
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

（
18
〜
19
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　佐
竹

　優
子
）

企
画
調
整
課

◎
第
３
期
『
M
タ
ー
ン
戦
略
』

　
重
点
施
策
で
あ
る
産
業
団

地
の
売
却
状
況
や
、
テ
オ
ト

ル
タ
ウ
ン
第
２
期
造
成
を
視

野
に
入
れ
た
移
住
・
定
住
促

進
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

◎
町
内
会
の
困
り
ご
と
支
援

　
多
様
化
す
る
地
域
課
題
へ

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
」
を
刷
新

し
、

①
困
り
ご
と
解
決
、

②
公
民
館
エ
ア
コ
ン
設
置
の

２
つ
の
補
助
金
を
制
度
化
。

中
長
期
的
な
支
援
の
在
り
方

や
、
町
内
会
の
維
持
に
向
け

て
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
工
場
内
を
見
学
し
な
が
ら
設
備
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
若
手

社
員
の
定
着
に
向
け
た
取
組
や
採
用

に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。

　
町
へ
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
ク
マ

捕
獲
用
の
箱
わ
な
に
つ
い
て
は
、
高

度
な
加
工
技
術
を
生
か
し
た
製
造
上

の
工
夫
を
伺
い
ま
し
た
。

猟友会の意見を参考に開発したクマの箱わな猟友会の意見を参考に開発したクマの箱わな

総務文教常任委員会 5/11 ・ 6/19

町内会の「困りごと」補助を柔軟に

視
察
研
修
報
告

6/18株
式
会
社
ヨ
ロ
ズ
グ
ロ
ー
バ
ル

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
三
川
町
青
山
）

総
務
課
・
危
機
管
理
室

◎
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
地
区
ご
と
に
避
難
所
運
営

協
議
会
を
設
置
し
、
そ
の
な

か
で
開
設
手
順
等
を
盛
り
込

ん
だ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す

る
方
針
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

◎
消
防
団
・
自
主
防
災
組
織

　
消
防
団
員
を
募
集
し
て
も

増
え
な
い
現
状
や
、
高
齢
化

を
踏
ま
え
た
自
主
防
災
組
織

の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
課
・
会
計
課

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
更
新
手
続
き

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
郵
便
局

で
の
対
応
等
、
さ
ら
な
る
利

便
性
向
上
に
向
け
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

◎
税
収
の
状
況

　
農
業
所
得
の
増
加
等
が
影

響
し
個
人
町
民
税
が
前
年
比

プ
ラ
ス
１
・
３
億
円
と
な
っ

た
こ
と
等
、
昨
年
度
の
デ
ー

タ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
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所
管
課
等
研
修
町
の
課
題
を
共
有
・
意
見
交
換

◎「
こ
ど
も
計
画
」
策
定
に

向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
小
５
・
中
２
と
保
護
者
、

高
校
生
年
代
か
ら
29
歳
ま
で

の
若
者
を
対
象
と
し
た
生
活

状
況
や
意
識
調
査
の
結
果
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
策
定

ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
当
事
者
の
声
を
生

か
し
た
子
育
て
施
策
の
充
実

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　
法
人
設
立
か
ら
の
事
業
展
開
の
経

緯
や
利
用
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の

作
業
所
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
お
け
る

工
賃
向
上
の
取
組
や
、
農
福
連
携
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
の

連
携
に
つ
い
て
説
明
を
伺
い
ま
し
た
。

健
康
福
祉
課
・
子
育
て
支
援
室

ペットボトルリサイクル事業ペットボトルリサイクル事業
の作業所を見学の作業所を見学

産業建設厚生常任委員会 5/13 ・ 6/18

計画策定に こども・若者の声を

社
会
福
祉
法
人
月
山
福
祉
会

（
鶴
岡
市
中
野
京
田
）

◎
5
歳
児
健
診

　
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向

け
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

進
め
て
い
く
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

◎
母
子
保
健
事
業
の
講
座

な
ど
を
テ
オ
ト
ル
で
開
催
し
、

将
来
的
な
利
用
促
進
に
つ
な

げ
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

建
設
環
境
課

◎
ク
マ
対
策

　
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
や
、

職
員
の
役
割
分
担
、猟
友
会
・

警
察
と
の
連
携
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

◎
空
き
家
対
策

　
伴
走
型
の
相
談
支
援
に
よ

り
、
相
続
権
者
と
丁
寧
に
連

絡
・
調
整
を
進
め
た
結
果
、

早
期
解
体
に
つ
な
が
っ
た
事

例
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
振
興
課
・
農
業
委
員
会  

◎
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
総
務
省
の
制
度
変
更
で
生

じ
る
課
題
な
ど
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

◎
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
今
後

　
菜
の
花
ま
つ
り
や
納
涼
祭

の
運
営
に
、
高
校
生
や
大
学

生
を
巻
き
込
ん
だ
協
力
体
制

が
作
れ
な
い
か
等
、
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
商
工
業
者
の
人
手
不
足

　
国
の
賃
上
げ
支
援
制
度
は

利
用
し
づ
ら
い
と
の
声
が
あ

り
、
町
の
実
情
に
応
じ
た
支

援
策
の
充
実
や
、
地
元
回
帰

を
促
す
給
付
型
奨
学
金
の
検

討
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
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『手仕事』で町に賑わいと笑顔を
みかわdeマルシェみかみかわわdedeマルシェルシェルシェルシェみかわdeマルシェ

読みやすい『UDフォント』を使用しています。 20

シ
ェ
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　み
か
わ
de
マ
ル
シ
ェ
代
表

本
間

　
美
穂

編
集
室

　
田
ん
ぼ
一
面
に
青
々

　
田
ん
ぼ
一
面
に
青
々

と
育
つ
稲
が
風
に
揺
れ
、

と
育
つ
稲
が
風
に
揺
れ
、

本
格
的
な
夏
の
訪
れ
を

本
格
的
な
夏
の
訪
れ
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
日
に
日
に
力
強

し
た
。
日
に
日
に
力
強

く
生
長
す
る
姿
に
、
生

く
生
長
す
る
姿
に
、
生

産
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

産
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

力
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

力
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　
「
議
員
と
語
る
会
」

　
「
議
員
と
語
る
会
」

や
「
小
学
生
と
の
議
場

や
「
小
学
生
と
の
議
場

懇
談
会
」
で
は
多
く
の

懇
談
会
」
で
は
多
く
の

ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
思
い
を
形
に
で
き

そ
の
思
い
を
形
に
で
き

る
よ
う
、
丁
寧
に
向
き

る
よ
う
、
丁
寧
に
向
き

合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

　
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

寄
せ
て
い
た
だ
く
声
を

寄
せ
て
い
た
だ
く
声
を

力
に
、
こ
れ
か
ら
も
地

力
に
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
寄
り
添
っ
た
活
動

域
に
寄
り
添
っ
た
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
暑
さ
厳
し
き
折
、
熱

　
暑
さ
厳
し
き
折
、
熱

中
症
に
気
を
付
け
て
、

中
症
に
気
を
付
け
て
、

ど
う
ぞ
健
や
か
に
お
過

ど
う
ぞ
健
や
か
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

ご
し
く
だ
さ
い
。

 

佐
竹

　
優
子

佐
竹

　
優
子

み
か
わ
de
マ
ル
シ
ェ
は
、

三
川
町
在
住
の
マ
マ
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
二
〇
一
七
年

に
発
足
し
た
マ
ル
シ
ェ
で

す
。
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
を

目
的
に
、「
手
仕
事
」
を
通

し
て
日
常
に
「
ち
ょ
っ
と
ス

テ
キ
」
を
届
け
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
地
域
の
人
が
気
軽
に

集
ま
り
、
交
流
で
き
る
場
所

を
作
り
た
い
と
い
う
願
い
も

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
菜
の
花
ま
つ

り
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川
な

ど
で
開
催
し
、
幅
広
い
年
代

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

会
場
は
、
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
の

雑
貨
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
・
焼
き

菓
子
な
ど
が
並

び
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
実
際

に
「
も
の
づ
く

り
」
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
、

毎
回
多
く
の
笑

顔
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

準
備
や
運
営
は
大
変
な
こ

と
が
多
い
で
す
が
、「
楽
し

か
っ
た
」「
ま
た
来
た
い
」

と
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
声
を

聞
く
た
び
に
、
大
き
な
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

マ
ル
シ
ェ
を
通
し
て
、
来

場
者
の
方
と
は
も
ち
ろ
ん
、

出
店
者
同
士
の
会
話
か
ら
新

し
い
つ
な
が
り
や
地
域
の
輪

も
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

に
込
め
た
想
い
や
こ
だ
わ
り

を
直
接
伝
え
ら
れ
る
の
も
対

面
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
笑
顔
が
広
が

る
よ
う
な
あ
た
た
か
い
マ
ル

が
ん
ば
っ
て
ま
す

シ
リ
ー
ズ
68

町
内
の
団
体
紹
介

（
20
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　
佐
竹

　
優
子
）

発
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